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巻頭言

ノーベル物理学受賞者楊振寧博士の「新思惟」に喝采

李 強

1957年、アメリカ国籍中国人李政道(リ

ツォンダオ，31歳)、アメリカ国籍中国人

楊振寧(ヤンチェンニン，35歳）両氏は共

同 で ノ ー ベ ル 物 理 学賞 受 賞 し た 。 テ ー マ

は 「 パ リ テ ィ の 非 保存 に つ い て の 研 究 」

だった。受賞された当時、楊振寧は 「私、

は 中 華 文 化 と 西 洋 文化 が 結 合 し て 生 ま れ

た 産 物 で あ る 。 私 は私 の 中 国 伝 統 に 誇 り

を 持 ち な が ら 、 現 代科 学 の 研 究 に 専 念 す

る 」 と の コ メ ン ト を言 い 残 し た 。 ノ ー ベ

ル 物 理 学 賞 が 受 賞 され て か ら 半 世 紀 後 、

楊 振 寧 は 再 び 億 万 人々 に 注 目 さ れ る 人 物

となった。

2004年 9月 3日 、既 に82歳 の高 齢と な っ

た楊 振 寧 は北 京 に 開 かれ た 「 2004年 文 化

サミットフォーラム」に「 易経』が中華『

文 化 に 対 す る 影 響 につ い て 」 を 題 し て 講

演を 行っ た 。彼 は 「 易経 』が 中華 文 化、 『

の 思 惟 方 式 に 影 響 を与 え 、 こ の 影 響 は な

ぜ 近 代 科 学 が 中 国 に萌 芽 が で き な か っ た

か の 重 要 な 原 因 の 一で あ る 」 と い う 観 点

を提唱した。

楊 振 寧 は 近 代 科 学の 思 惟 方 式 が 帰 納 式

と推論式との２種あり 『易経』から影響、

を 受 け て い る 中 華 伝統 文 化 （ 中 医 学 を 含

む ） 帰 納 式 の み を 有す る 思 惟 方 式 で あ る

と 指 摘 し た 。 ま た、 彼 は 、 中 華 伝 統 文 化

の中では 「天人合一」の観点が自然と人、

を １ つ の 統 一 体 とし て 見 な し て い る が 、

現 代 科 学 の 特 徴 の１ つ が こ れ に 反 し て 、

人 間 と 自 然 界 を 分け て み る べ き で あ る と

主 張 し て い る 、 中 医 学の 陰 陽 学 説 な ど も

『易経』に由来していると、語った。

中 国 学 術 界 の 一 部の 学 者 は 楊 振 寧 に よ

る 『 易 経 』 と 中華 伝 統 文 化 と の 関 係 に 関

す る 質 疑 や 思 考 に 対し て 切 歯 扼 腕 の よ う

な態度を示した。無数の反論により 「如、

何 に 中 国 伝 統 文 化 を認 識 す る か 」 と い う

大 討 論 に 発 展 さ せ 、ま た い わ ゆ る 中 華 文

明 を 捍 衛 （ か ん え い） す る と の 主 旨 に し

た 『 甲 申 文 化 宣 言 』が 出 撃 し た わ け で あ

る。

私 は 楊 振 寧 の 「 新 思 惟 」 に 脱 帽 し て 敬

服し、賛同しながら共鳴をしたい。

易 学 は 中 国 古 代 に生 ま れ た 自 然 の 根 本

原 理 及 び 事 物 変 化 法則 を 研 究 す る 学 問 で

あ り 、 中 国 伝 統 文 化の 中 で 極 め て 重 要 な

。「 、 、地位をもっている 易道広大 無所不包

旁及天文地理 楽律兵法 韻学算術 四、 、 」（『

庫提 要 。 易学 の自 然 観の １つ はす な わ』）

「 」 。 、 、ち 天人合一 である この観点は 天

地 、 人 が 相 互 に 連係 し て い る 統 一 体 で 、
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天 道 と 人 事 の 運 動 変 化 に 同 じ な規 律 を 有

すると主張する 『黄帝内経』が提唱した。

「 天地 合 気、 命 之曰 人 「 人与 天地 相参」、

也 、 与 天 地 相 應 也 」 の 観 点 は 、正 に 人 と

自 然 界 を １ 個 の 統 一 体 と し て 視し 、 こ の

う え に 人 体 の 生 理 ・ 疾 病 ・ 治 療・ 養 生 を

探 る ゆ え で あ る 。 要 す る に 、 中医 学 の 先

哲 た ち は 易 学 の 思 惟 方 式 を 借 りて 中 医 学

理論の枠組みを構築したと思われる。

確かに 「天人合一」観点は中医学の重、

、 、

かに
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礎を構築したわけである 依然として 天。 「

人 合 一 」 や 「 整 体 観念 」 を 提 唱 し て い た

中 医 学 は 現 代 西 洋 医学 と の 間 に 本 質 的 な

区 別 が 現 れ た 。 故 に、 中 医 学 と 西 洋 医 学

は 同 一 の 医 学 体 系 に存 在 し な く 、 各 々 各

自の特徴を有するものである（表１ 。）

こ の 両 種 類 の 医 学体 系 は み な 人 類 が 人

体 の 疾 病 の 発 生 、 発展 、 治 療 過 程 を 研 究

し て 摸 索 す る 医 療 実践 活 動 で あ る 。 相 違

点 は 研 究 観 察 の 方 法、 角 度 及 び 深 度 に あ

ると思う。

思 惟 方 式 の 不 同 は認 識 論 の 不 同 を も た

ら し た 。 も し も 、 人体 の 全 部 構 造 を 森 林

と 、 人 体 の 局 所 や 深部 構 造 を 木 と 喩 え れ

ば、一方は「木を見て森を見ず 、もう一」

方 は 「 森 を 見 て 木 を見 ず 」 と の 印 象 が あ

る。

ま と め て み る と 、中 医 学 思 想 の 基 礎 は

現 代 科 学 に な く 、 古代 自 然 哲 学 に あ る 。

。純粋な中医学は科学体系の一員ではない

こ の 点 に お い て 、 楊 振寧 の 観 点 は 全 く 正

しかった。

中 医 界 で は 、 一 部の 学 者 は 往 々 に し て

清・ 王 清 任 の 『 医 林 改 錯 』 を 中 医 学 が 科

学 性 の あ る １ 例 を取 り 上 げ て い る 。 し か

し 『医林改錯』は正に王清任が西洋伝道、

師 の 翻 訳 し た 解 剖医 学 書 を 参 考 し て 実 際

に解剖を行った後に書いたものである。

中 医 学 は 医 学 であ る 。 伝 統 文 化 と 千 糸

万 縷 （ せ ん し ま んる ） ほ ど の 関 係 が あ る

にもかかわらず、文化ではない。

中 医 学 の 言 語 表現 は で き れ ば 文 学 的 、

藝 術 的 な こ と ば を少 な め に 使 い 、 む し ろ

数 理 的 、 科 学 的 なこ と ば を 大 量 に 使 う べ

きである。

医 学 は 思 辨 が必 要 で あ る が 、 医 学 に

と っ て も っ と 必 要と さ れ る の は や は り 実

（ ） 。証 事実によって証明すること である


